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	█要約

2026年12月期は、フロー重視の戦略により売上高100億円到達へ

ブロードエンタープライズ<4415>は、マンション向けインターネットサービスを起点に、近年はリノベーショ

ン事業を強化することで成長を続けている。従来、同社は入居者無料インターネット設備「B-CUBIC」「B-CUBIC 

Next」の提供を通じてストック収益基盤を構築してきたが、直近では内装リノベーション「BRO-ROOM」を軸に、

物件の付加価値向上を通じたマンションオーナーのキャッシュ・フローの最大化を支援するサービス展開を加速

している。サービスの特徴は、債権流動化の仕組みを活用した「初期導入費用ゼロ円」の実現にあり、オーナー

の初期投資を抑制しつつ、物件の価値向上を支援する独自の事業モデルを確立している。

1. 2025年12月期の業績概要

2025年12月期の業績は、売上高が前期比57.8%増の7,413百万円、営業利益が同32.4%増の977百万円、経常

利益が同36.6%増の770百万円、当期純利益が同20.5%増の416百万円となり、売上高は10期連続で過去最高を

更新した。独自のファイナンススキーム「BRO-ZERO」の活用により、初期導入費用を抑えた「BRO-ROOM」

「BRO-WALL」の導入が大幅に伸長し、フロー売上高の成長が全体をけん引した。従来のストック収益を着実に

積み上げる安定成長モデルからフロー収益を重視する事業体制へシフトしたことが、全体的な成長加速に寄与

した。

2. 2026年12月期の業績見通し

2026年12月期の業績は、売上高で前期比34.9%増の10,000百万円、営業利益で同73.9%増の1,700百万円、経

常利益で同42.8%増の1,100百万円、当期純利益で同55.9%増の650百万円と、大幅な増収増益を見込む。空き

家問題の深刻化やマンションの付加価値向上ニーズを背景に、インターネット整備からDX設備、リノベーショ

ンまで広範囲で良好な受注環境が継続する見通しだ。同社は、自社の強みの源泉である「BRO-ZERO」を軸に、

「BRO-ROOM」「BRO-WALL」等の提供件数を増やし、さらなる収益拡大を図る。

3. 中期経営計画

同社は2024年2月に中期経営計画を策定し、「ファイナンススキームの強みを生かし、ターゲットと市場を拡大

し、地方創生・活性化」への貢献を掲げている。既存事業のシェア拡大に加え、新規事業領域であるリノベーショ

ン「BRO-ROOM」において「BRO-ZERO」を活用した受注が大幅に伸長した結果、2026年12月期の売上高目

標を策定時の7,480百万円から10,000百万円に引き上げた。今後は既存事業のシェア拡大を継続すると同時に、

M&Aや米国進出、地方創生を通じた宿泊施設運営を推進することで、さらなる企業価値向上を目指す。

https://broad-e.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026年3月13日（金）ブロードエンタープライズ
4415 東証グロース市場 https://broad-e.co.jp/ir/

02 09

要約

Key Points

・2025年12月期の売上高は過去最高を達成。フロー重視の戦略が奏功
・2026年12月期は大幅な増収増益を見込む。売上高100億円到達へ
・中期経営計画の最終年度は当初目標値より大幅超過達成を見込む
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	█会社概要

「BRO-ZERO」を強みに、物件の価値向上を支援

1. 会社概要

同社は、「不動産オーナーのキャッシュ・フローを最大化する」をミッションに掲げ、マンション向け高速イン

ターネット「B-CUBIC」「B-CUBIC Next」、IoTインターフォンシステム「BRO-LOCK」、内装リノベーション

「BRO-ROOM」、外壁・修繕工事「BRO-WALL」を展開している。加えて、スマートカメラなどの各種IoTデバ

イスを提供し、物件価値の向上を実現している。初期導入費用ゼロ円を実現した独自のファイナンススキーム

「BRO-ZERO」はオーナーの初期投資負担を解消する強力な顧客獲得ツールとなっており、同社の競争優位性を

支えている。

2000年に、代表取締役社長である中西良祐（なかにしりょうすけ）氏が同社を創業した。2003年に西日本電信

電話（株）（NTT西日本）の光ファイバー回線「Bフレッツ」の販売代理事業を受託した後、マンション向けインター

ネットサービス事業に参入した。その後、2005年にマンション向け高速インターネット「B-CUBIC」、2019年

にIoTインターフォンシステム「BRO-LOCK」、2023年に契約期間の拘束を排した「B-CUBIC Next」、内装リノ

ベーションサービス「BRO-ROOM」を開始した。さらに、2024年には特定建設業許可を取得し、外壁塗装・修

繕工事「BRO-WALL」の提供を開始するなど、事業領域の多角化を進めてきた。

サービス提供地域も順調に拡大し、2005年の東京進出を皮切りに、福岡、名古屋、横浜・神戸・広島※に支店

を開設した。現在は北海道から沖縄までを網羅する全国的な提供体制を構築している。

※	横浜・神戸は2024年に東京・大阪へ統合。名古屋は2025年に閉鎖。

2. 収益構造

同社の収益構造は、インターネットサービスの提供、宿泊施設運営によるストック収益モデルと機器・IoTデバ

イスの販売・施工、内装・外装施工によるフロー収益モデルで構成される。

「B-CUBIC」「B-CUBIC Next」の保守運用から得られるストック売上が収益基盤の安定に寄与する一方、「BRO-

LOCK」、各種IoTデバイス、「BRO-ROOM」「BRO-WALL」「B-CUBIC Next」の販売・施工に伴うフロー売上に

よって、安定した収益基盤と高い売上成長の両立を可能にしている。とりわけ、2023年に開始した「B-CUBIC 

Next」「BRO-ROOM」の提供が、フロー売上高に厚みを持たせた。

こうしたフロー売上の成長を支えるのが、独自のファイナンススキーム「BRO-ZERO」である。債権流動化を活

用することで、オーナーは物件への設備導入に伴う初期費用の手元の資金負担が不要となる。この仕組みが導入

障壁を解消するため、フロー収益の獲得が進んでいる。

https://broad-e.co.jp/ir/
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3. 事業内容

（1） 「B-CUBIC」「B-CUBIC Next」
「B-CUBIC」は、マンションの全居室へインターネット環境を一斉導入する「全戸一括型」サービスである。オー

ナーはサービス導入により空室対策が可能となる。債権流動化を活用した「初期導入費用ゼロ円プラン」は、

同社の競争優位性を支えるスキームである。加えて、契約期間の拘束を排した「B-CUBIC Next」の提供が導

入障壁を大幅に下げ、他社との差別化及び優位性を確立した。同サービスを起点に各種IoTデバイスの提供も

展開しており、累計導入棟数は2024年末の9,208棟から2025年末には10,293棟まで拡大した。

（2） 「BRO-LOCK」
「BRO-LOCK」は、マンションのエントランスをオートロック化する顔認証付きIoTインターフォンシステム

である。顔認証、ICカード、QRコード、時限式暗証番号など多様な解錠方式に対応し、スマートフォンを通

じて外出先からの来訪者応対も可能にする。「BRO-LOCK」も「初期導入費用ゼロ円プラン」の対象であり、設

置からアフターフォローまでの一貫体制や管理業務を効率化するクラウドサービスの提供により、オーナーや

管理会社の負担軽減に寄与している。

（3） 「BRO-ROOM」
2023年7月に開始した、初期投資を抑えつつ戸建ての空き家、集合住宅の空室等の内装リフォーム・リノベー

ションを実現するサービスである。既築賃貸市場において債権流動化を活用する例は稀であり、他社との明確

な差別化要因となっている。提供開始以来、導入実績は1,100室を超えた。

（4） 「BRO-WALL」
物件の修繕・外壁塗装を初期費用不要で可能にするサービスとして、2024年10月に開始した。事業開始にあ

たり、特定建設業許可を取得し、建築士や施工管理技士等の専門人財を確保した。建築一式工事を直接請け負

う体制を整えたことで、2025年末までの導入実績は全国で140棟を超えた。

（5） 各種IoTデバイス
「B-CUBIC」を基盤に、スマートカメラ（セキュリティカメラ）、宅配ボックス等のIoTデバイスをワンストッ

プで提供している。これら周辺デバイスについても「初期導入費用ゼロ円プラン」での導入が可能であり、物

件の付加価値向上をトータルで支援している。

https://broad-e.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2026年3月13日（金）ブロードエンタープライズ
4415 東証グロース市場 https://broad-e.co.jp/ir/

05 09

会社概要

4. 市場環境と強み

日本の総人口が減少傾向にあるなか、貸家の新設着工戸数は増加を続けており、空室率の上昇に伴う不動産オー

ナーのキャッシュ・フロー悪化が顕在化している。こうした環境下で同社は、提供する各サービスを通じて物件

のバリューアップを図り、オーナーのキャッシュ・フロー最大化に寄与している。入居者ニーズの高い「インター

ネット無料」「オートロック」の装備、並びに現代のライフスタイルに即した内装リノベーションは、物件のリー

シング能力を直接的に高めるものであり、空室率の改善及び賃料水準の維持・上昇を実現する。

一方、同社の取引先管理会社数は1,005社（2025年12月末時点）となっているが、賃貸住宅管理事業者登録をし

ている不動産管理会社8,898社（2023年9月末時点、国土交通省調べ）に対するシェアは11.3%にとどまっている。

未提携の管理会社は7,893社であり、依然として市場の開拓余地は大きい。

同社は債権流動化の仕組みを既築の賃貸市場に応用し、オーナーの初期投資負担を解消する独自の導入モデルを

確立している。ファイナンススキーム「BRO-ZERO」が新規開拓の端緒となり、さらなる顧客層拡大への寄与が

期待される。

	█業績動向

2025年12月期の売上高は過去最高を達成。フロー重視の戦略が奏功

1. 2025年12月期の業績概要

2025年12月期の業績は、売上高が前期比57.8%増の7,413百万円、営業利益が同32.4%増の977百万円、経常利

益が同36.6%増の770百万円、当期純利益が同20.5%増の416百万円となった。売上高は10期連続で増収となり、

過去最高を更新した。

従来どおり着実にストック売上高を積み重ねる一方で、フロー売上高の伸長が全体の成長をけん引した。2025

年12月期の「B-CUBIC」「B-CUBIC Next」のストック売上高は前期比0.6%減の1,846百万円と微減となったが、

フロー売上高は同96.1%増の5,567百万円とほぼ倍増となった。とりわけ、2023年12月期に開始した「BRO-

ROOM」が高成長を維持しており、売上高は前期比2.8倍の2,888百万円に上った。着工件数が前期の400件から

571件に拡大するなど、戦略的リソースの集中投下によって同社の事業ポートフォリオを大きく転換させる原動

力となっている。

新規顧客及び販売パートナー企業の獲得強化により、受注件数は大幅に増加した。販売代理店数は前期の118店

から258店に急増し、フロー売上高に占める代理店経由の割合は37%となった。民泊業者との連携等、新領域へ

のターゲット拡大も寄与した。
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業績動向

利益面については、売上高が伸長するなかで、販売代理店・パートナー施策の推進による販管費の抑制に努めた

ものの、個別債権の貸倒引当金を追加計上したことが影響し、営業利益率は13.2%（前期は15.7%）となった。

2025年12月期の業績概要

（単位：百万円）

24/12期 25/12期

実績 売上比 実績 売上比 前期比

売上高 4,697 - 7,413 - 57.8%

売上総利益 2,104 44.8% 2,963 40.0% 40.8%

販売費及び一般管理費 1,365 29.1% 1,985 26.8% 45.4%

営業利益 738 15.7% 977 13.2% 32.4%

経常利益 564 12.0% 770 10.4% 36.6%

当期純利益 346 7.4% 416 5.6% 20.5%

出所：決算短信よりフィスコ作成

2. 財務状況と経営指標

2025年12月期末の資産合計は、前期末比2,818百万円増の10,768百万円となった。流動資産は、同3,030百万

円増の9,890百万円となったが、これは主に売上の増加に伴い売掛金が前期4,111百万円から7,235百万円へ増

加したことによる。固定資産は、同212百万円減の878百万円となった。

負債合計は、前期末比2,398百万円増の9,141百万円となった。流動負債は同2,305百万円増の7,695百万円と

なったが、主な要因は売上振替による前受金の減少と短期借入金の増加である。有利子負債については、短期借

入金が前期末の1,718百万円から3,900百万円に、長期借入金が前期1,180百万円から1,350百万円にそれぞれ増

加した。純資産は同419百万円増の1,627百万円となり、その結果、自己資本比率は15.1%（前期末は15.2%）と、

ほぼ横ばいとなった。

一方、2025年12月期は販管費に貸倒引当金繰入額314百万円を計上した。これは主に2022年～2023年で実施

した「BRO-ROOM」のテストマーケティング期の債権を対象としたものである。回収困難に至った背景には、

一部オーナーによる無理な支払い計画等が挙げられるが、当時はこうしたリスクを事前に把握する与信管理体制

が十分に構築されていなかった。

現在は与信体制の厳格化を図り、イレギュラー案件に対しては検討委員会による入念な審査を行うなど、リスク

軽減に向けた態勢を強化している。初期段階の課題を経て構築された現在の管理体制により、今後は貸倒引当金

の急激な増加を抑制し、健全なキャッシュ・フローの維持に努める方針である。

https://broad-e.co.jp/ir/
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	█今後の見通し

2026年12月期は大幅な増収増益を見込む。売上高100億円到達へ

2026年12月期の業績見通しに関しては、売上高で前期比34.9%増の10,000百万円、営業利益で同73.9%増の

1,700百万円、経常利益で同42.8%増の1,100百万円、当期純利益で同55.9%増の650百万円を見込んでいる。

11期連続の増収によって売上高100億円の大台に到達する見通しである。

事業環境については、空き家問題の深刻化が続くなか、同社のソリューションに対する需要は一段と高まるも

のと想定される。「B-CUBIC」「B-CUBIC Next」による安定的なストック収益を基盤としつつ、「BRO-ROOM」

「BRO-WALL」の拡販に注力することでフロー収益を積み上げ、さらなる成長を目指す。また、ターゲットとす

る領域についても、賃貸アパート・マンションのみならず、戸建・分譲・ビル・福祉施設など住宅市場全般へと

拡大する。

利益面に関しては、相対的に売上総利益が大きい「BRO-ROOM」の構成比を高めることで、効率的な利益創出

を図る。併せて、直販体制の維持と並行して販売代理店経由の売上を拡大させることにより、販管費率を抑制し、

収益性の向上を目指す。

なお、フロー売上高の拡大に伴い、2026年4月より受注した四半期分のフロー粗利額と工事未完了（受注残）の

フロー粗利額合計を四半期ごとに開示する。2026年12月期の売上総利益見通し4,000百万円の内訳は、ストッ

ク粗利800百万円、フロー粗利3,200百万円としている。フロー重視の戦略により、今後も成長路線を継続する

方針である。

2026年12月期の業績見通し

（単位：百万円）

25/12期 26/12期 前期比

実績 売上比 予想 売上比 増減額 増減率

売上高 7,413 - 10,000 - 2,587 34.9%

営業利益 977 13.2% 1,700 17.0% 723 73.9%

経常利益 770 10.4% 1,100 11.0% 330 42.8%

当期純利益 416 5.6% 650 6.5% 234 55.9%

出所：決算短信よりフィスコ作成
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	█中期経営計画

中期経営計画の最終年度は当初目標値より大幅超過達成を見込む

同社は2024年2月策定の中期経営計画において、「ファイナンススキームの強みを生かし、ターゲットと市場を

拡大し、地方創生・活性化への貢献」を掲げている。「既存事業の着実なシェア拡大」と「新規事業の創出」を推

進しながら、M&Aも視野に入れた「新規事業領域への挑戦」によって企業価値を向上させる考えだ。2026年

12月期の当初目標は売上高7,480百万円、営業利益1,480百万円、経常利益1,000百万円としていたが、「BRO-

ROOM」「BRO-WALL」の急成長により、最新の見通しでは売上高10,000百万円、営業利益1,700百万円、経常

利益1,100百万円へと大幅に上方修正した。

1. 地方創生

観光需要がありながら宿泊施設が不足し、滞在型観光になっていない課題を持つ自治体に対し、「BRO-ZERO」

を用いた空き家の利活用を提案している。現在は、人気アニメ作品の原作者ゆかりの地として知られる鳥取県北

栄町や北海道浜中町など、全国16市町村と具体的な折衝を進めており、自社による宿泊運営の受託を通じてフ

ロー及びストック両面での収益獲得を図る。

2. M&A戦略の推進

事業シナジーを前提に、特定の業種に絞った積極的なM&Aを展開する。具体的には、内装リフォームや大規模

修繕を担う内装・外装工事領域、宿泊運営代行や管理会社、買取再販を担う不動産運用領域をターゲットとして

いる。これにより、顧客基盤の拡大やノウハウ吸収に加え、工事の内製化によるコスト削減及びストック売上の

拡大を狙う。進捗状況としては、金融機関等のネットワーク活用に加え、既に相当数の候補先を検討し複数の

トップ面談を実施するなど、スピード感を持って案件パイプラインを精査している。

3. 米国マーケットへのアプローチ

同社は、古い建物に価値を見出す文化が根付く一方で、経年劣化による定期的なリフォーム需要が極めて大き

い米国市場に着目している。英語圏での展開の容易性や、NASDAQ等を通じた資本市場へのアクセスを背景に、

海外版「BRO-ZERO」を投入する。2026年の基盤構築及び2027年のテストマーケティングを経て、2028年の

本格展開による売上創出を目指す。

4. 成長の軸となる「BRO-ZERO」

今後の成長イメージの核は、「BRO-ZERO」による事業領域の拡大である。特に、遊休不動産を活用した宿泊・

民泊事業はインバウンド需要の拡大により機会が広がっているものの、融資の困難さから事業化を断念するケー

スが少なくない。これらの資金調達課題を解決し、空き家の活性化及び宿泊施設不足という社会ニーズに応える。

これにより、ターゲットを従来の賃貸マンション市場から住宅市場全域へと拡大し、非連続な成長を実現する戦

略である。
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	█株主還元策

2026年12月期より配当開始を見込む

同社はこれまで、企業価値の向上を目指して財務体質の強化と事業拡大のための投資を優先し、配当は実施して

いなかった。しかし、事業投資による利益成長と株主還元のバランスを重視するという観点から、資本の状況、

業績動向、同社株価の水準、成長投資機会、資本効率向上等を考慮し、税引後当期純利益500百万円を達成した

タイミングで配当性向20%での配当開始を計画している。2026年12月期は同利益が650百万円を見込んでいる

ため、配当が開始される見通しである。この税引後当期純利益から算出した1株当たり配当金は21.16円となる。

https://broad-e.co.jp/ir/
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